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治癒切除不能な膵癌

プロトコール名 mFOLFIRINOX

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 2 ・・・ 14

1 CVポートメイン5-① プロイメンド 150mg 30分かけて ↓

生食 100ｍL

2 CVﾎﾟｰﾄ メイン5-② アロキシバッグ 0.75mg 30分かけて

デキサート 4.95mg

ファモチジン 20ｍｇ

クロールトリメトン 10mg

3 CVﾎﾟｰﾄ メイン5-③ レボホリナート注 200mg/㎡ 2時間かけて ↓

5%ブドウ糖 250mL

4 CVﾎﾟｰﾄ 側管① オキサリプラチン 85mg/㎡ 2時間かけて ↓

5％ブドウ糖 250mL

5 CVﾎﾟｰﾄ 側管②  カンプト注 150mg/㎡ 2時間かけて ↓

生理食塩液 250ｍＬ

6 CVﾎﾟｰﾄ メイン5-⑤ フルオロウラシル注 2400mg/㎡ 46時間持続静注

生理食塩液 ｍＬ※ バクスターインフューザーＳＶ2.5

※生理食塩液の量は5－ＦＵの量により決定する。

１クール＝14日

UGT1A1の遺伝子多型検査を実施し、ホモ接合体、ヘテロ接合体をもつ患者には投与しない。

催吐レベル3（30％以上90％未満）

day2-4にデカドロン朝、昼食後に1回4mg（8錠）を内服する。

1クール目は入院にて実施。

禁忌：黄疸のある患者や胆管閉塞等の肝胆道系障害の疑われる患者

PSが2以上の患者

発熱性好中球減少症の発生頻度が高いため必要時G-CSFの投与を行うこと。

＜ｴﾙﾌﾟﾗｯﾄ＞

ｱﾚﾙｷﾞｰ反応は他の薬剤と出現形態が違うので注意する。（現在は4～16クール目、投与30分経過後に出現することが多いと報告されている。2007.10）
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